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沖縄県浦添市内で発見された砲弾について

本年４月に沖縄県浦添市にて化学弾の可能性を排除できない米国製砲弾 発が22
10発見された件については、関係省庁間で連携を密にしながら対応を進め、５月

日には、これら砲弾を密封容器に封入の上、沖縄県の一時保管庫に移送を行いまし

た。

我が国政府からの協力要請を受け 米国政府は ７月５日以降 専門家チーム 計、 、 、 （

12 15 24名 を砲弾の調査のため現地に派遣しました 専門家チームは ７月 日から） 。 、

日にかけて非破壊検査を実施しました。

その後、米国政府から、米国本国における分析結果が報告され、 発の砲弾は22
すべて通常弾であることが米国政府の協力により判明しました。

これを受け、これら 発の砲弾は、他の通常弾と同様に、今後、自衛隊におい22
て適切に処理することとします。

（ 、 （ ） 。）詳細については 防衛省事態対処課 にお問い合わせください03-5269-3246


